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アンケート

『 体育の日 』ボールを贈ろうアンケートまとめ
活性化委員会

　このたびは、『 体育の日 』ボールを贈ろうアン

ケートにつきまして、全県の皆様からご協力いた

だけた事心より感謝申し上げますと共に意識の高

さに感激致しました。ありがとうございました。

　総合的にみて分かった事は、多年実施している

県に対して、施設の方からは「スポーツ業界にふ

さわしい活動である」と、良い評価を得ている言

葉が多く嬉しさを実感出来る事が分かりました。

これは、今後も継続して行くことの必要性と、い

ただいた意見を基に、これからの取り組み方につ

いて早急に取りまとめることが大切であることも

良く分かりました。これを基に理事会で協議し今

回からでもさらに喜んで頂ける取り組み方法で実

施して行きたいと思います。決定事項につきまし

ては、各都道府県組合理事長様へご案内致します。

　項目別に見てみると、

①贈り先について

　60％の県が毎年養護施設へ贈っております。方

法としては、 1）何年に一度、 2）毎年複数の施設、

3）県担当課からの指示。ほかに、福祉施設や災害

に遭った小学校にも贈られた県もありました。

②施設への贈り物について

　47％の県がボールを贈ることにしています。希

望を聞いてからする県がほとんどでしたが、中に

は毎年サッカーボール10 個と決めている県もあ

りました。ほかに、3 県はシャトル。要望としては、

ボールを使って遊ぶ用具でも。基本『ボールを贈ろ

う』だから、ボールが良いと言う意見もありました。

③費用について

　JSERA からの補助金増額を 40％の県が希望し

ていました。一部の県は、現状の補助金額でも助

かりますとの回答もありました。

④県独自の実施事例について

　『ボールを贈ろう』事業については、現在のと

ころありませんでした。今後、サッカー選手を呼

んで企画実施したいと思っている県が 1 県ありま

した。

⑤今後の取り組み方について

　55％の県が今後も継続して行くと回答を寄せ

ていただいております。また、実施していない

県につきましては、今回のアンケートをご覧いた

だき検討いただければと考えます。提案として、

JSERA 本部事業として、実施してはどうかと言

う提案をいただきました。

　結びに、今回のアンケート結果、各県の取り

組み方にはいろいろな考え方がありました。ア

ンケート結果を基に、より一層充実した JSERA

『体育の日』ボールを贈ろう事業にしたいと考え

ております。

　貴重なアンケート結果につきましては、項目ご

とにまとめ、複数同様の答えがあるものについて

は件数（県数）を記入し、簡潔な言葉にして記入

致しました。

　皆様に役立てていただける様 JSERA レポート

に記載させていただきましたのでご覧ください。
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アンケート

①�贈り先について（養護施設へ贈っていますが、

贈り先（福祉施設）についてご意見ください）

　・小学校・幼稚園・保育園

　・�福祉施設（老人介護施設・知的障害者施設・

支援学校）

　・�支援施設に限定する必要なく、その地域

の情勢に応じた贈り先でいいのでは

　・県に選んで頂く

　・現状で良い（16）

②�施設への品物について（基本ボールを贈ろ

うですが、品物についてご意見ください）

　・ボールで良いと思う（22）

　・シャトルコック（3）

　・�相手に合ったスポーツ用品（失われた機

能の回復、新しい興味から元気を取り戻

すための道具）

　・希望するスポーツ用品（7）

　・�ボールを使用したスポーツ用具（卓球ラ

ケットなど）

　・�子供たちが体を動かすのが楽しいと感じ

るもの

　・ボールにこだわらなくてもよい

③�費用について（例年 JSERA より補助金

（¥10,000）を送金しておりますがご意見く

ださい）

　・�具体的増額希望している県数と金額は、

20,000 円（3）、30,000 円（1）

　・予算の 1/5・1/3 補助を希望する

　・�多額（例 50,000 円）実施組合に対し増

額補助の希望

　・組合加盟数に準じて補助金額を決める（2）

　・もう少し増額（11）

　・少なすぎるのではないか（2）

　・�現状で良く、とても助かるし感謝してい

る（14）

④�県独自の実施事例などについて（活動実施

例：プロスポーツ選手と一緒に遊ぶの内容

を教えてください）

　・�現在は、実施していないがこの先サッカー

選手を呼んで企画実施したい。

⑤�今後の取り組みについて（今後の取り組み

について率直なご意見をください）

　・�組合の活動の一環として社会にアピール

できるように大きな事業にしていかなけ

ればならない。（2）

　・�予算的なことも含め、中身をもっと改善

していかなければと思う。

　・全組合で行うべき。

　・�取り組みを組合として広報するよう取り

組むべきである（2）

　・�より関係強化のために、各社の協力を望む

　・�組合員の利益向上と組合員の付加価値技

術向上を組合員全員で考えていきたい。

　・�贈る相手、物等再考の時期に来ているよ

うな気がする。

　・�近年実施していない。今後も実施予定な

し（3）

　・継続・維持（26）

『体育の日』ボールを贈ろうアンケート結果
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新理事長登場

　此の度、大嶺前理事長の後任として 3 月の定例
総会に於いて新理事長に就任致しました城間力と
申します。宜しくお願い致します。
　沖縄県スポーツ小売商組合は、2010 年の全国
高校総体を目的に平成 13 年に設立され、現在 25
社にて組織運営しております。
　インターハイの翌年、九州ブロックの総会を関
係各位並びに九州各県の組合のご協力の許、全国
屈指の観光立県沖縄のリゾートホテルで盛大に開
催させて頂きました。
　この 2 大行事を無事成功裏に終えることが出来
たのは、全組合員の頑張り・協力・チームワーク
は勿論の事ですが、役員の皆様の東奔西走・獅子
奮迅の動き・特に大嶺理事長の働きがあればこそ
の事です。
　難儀はしたくない・役員はしたくないと内心
思っているところ、この役職が自分に廻ってきま
した。
　今、目前の目標・目的・行事がなく本来の組合
活動が求められています。
　先月、一新された役員「第一回理事会」が行わ
れ（合同セールは？合同購入は？コンペは？）な
どの意見、提案が次々と出され「案ずるより生む
がやすし」ナンクルナイサ（どうにかなる）の精
神で肩ヒジはらず自分の出来ることから少しずつ
始めていこうとおもいます。　　　
　先ず大事にしたいのが、広報活動で組合員に現
状を知ってもらい、理事会・三役会・諸々の会議
録情報を発信することや、同業者で無関心気味の
非組合員・一般の方々にも広く組合の存在を知ら
せたいと思っています。
　最後に積極的に九州・全国の方々から情報を求
め伺い、自分自身を成長させ、沖縄県小売商組合
の成長・発展に貢献します。
　ご指導・ご鞭撻宜しくお願いします。

はいさい（こんにちは）

沖縄県スポーツ小売商組合　

理事長　城 間 　 力
　表面的には、副理事長が理事長に格上げになっ
たというごく自然な流れにも見えますが、個人的
には正直いって「なぜ自分がこんな困難な時期に、
誰も喜ばない役を引き受けなきゃならないんだろ
うか？」とか「こんなにも組合に対して無知な自
分でいいんだろうか？」とかずいぶん葛藤しまし
たが、鶴見元理事長初め、たくさんの先輩が永々
と築き上げてこられた「組合」を消滅さる訳には
いけないという思いに達し、微力ながら理事長を
引き受け職務を全うしようと決意しました。また
この機会を与えてくださった組合員の皆様に感謝
したいと思います。
　気が付けば平成 6 年の富山インターハイ時に
50 以上あった組合員が本年には 23 にまで減少し
てしまっています。しかし今残っている店は、皆
幾度もの大型店出店や少子高齢化やスポーツ離れ
の嵐をくぐりぬけた、しぶとい「免疫保持者」です。
それぞれの個店が、なんらかの誰にも真似できな
い個性的な「得意技」をもって現在もサバイバル
していると承知しております。
　私はこの 23 のメンバーと共に県の組合に掲げ
るキーワードは、「健全化」「安定化」「透明化」です。
この三つを以て組合の「持続可能な成長」を等身
大で進めていこうと思います。
　最後に最重要課題の後継者問題があります。し
かしここでもう一度、私自身初心に帰って自分た
ちの子や孫に「スポーツ店はまじめにコツコツと
やってさえいれば、けっこう楽しい職業だよ。」と、
胸を張って勧められる様な店、組合、業界になれ
る様に努力したいと思っています。
　全国大会や全国理事長会議に出席の折には初心
者で緊張していますので是非、温かいお声をかけ
てくださいますようよろしくお願いします。

『持続可能な成長』を

富山県スポーツ用品協同組合　

理事長　吉 居 　 正
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人は石垣・人は城

　我々の年代の人だと沢村貞子という女優が居た
ことを覚えている人が多いと思う。名脇役で、生
涯で 100 本以上の映画にも出演し、随筆書も出し
ているという人である。
　この人が小学生の頃、浅草の自宅の近くにパン
屋さんがあって、そこには一人の娘さんが居て親
しくしていたそうである。
　明るくて、店の人気者というか近所でも評判の
愛想良しで “返事べっぴん” “あいさつべっぴん”
等と呼ばれていて、ていねいなおわびの仕方や明
るい挨拶、キチッとした返事がこの人の大きな魅
力になっていたと言われている。
　“キチッと返事をする” という事は美人の要件
であって、返事が下手な人は相手からみるとお互
いの関係を大事にしていないように見えてしまう
のかも知れない。
　我々は学校や客から時々電話でなくて、FAX
で注文をもらう事がある。それには品番やカラー
サイズがキチッと書かれている。
　そんな時、「やった！チームで注文がもらえた
…」と、嬉しくなって、実は喜んでいるのだが、
それをメーカーや卸へ手配するだけでその発注の
客に対してその嬉しい気持での返事をしていない
事がある…。
　発注した客の立場からみると、「ありがとうご
ざいます。早速手配させて頂きました。明日の納
品になります。」というような返事があったら発
注した “かい” があるし、注文して良かったと思
う事になるのではないだろうか…。
　それが毎日の忙しさに追われているから、発注
さえ出来ていればそれで良しという事で、機械的
な対応の仕方だけになっているとしたら、どうだ
ろう…。急ぐ時は「どうなっているんだろう？」
という不安で発注者の方から「FAX でお願いし
た品はありましたか？」という電話での確認に
なってしまう事がある。電話や FAX で、注文の
お礼とか結果の報告が出来てこそ役割が果たせた
事になり、相手の気持にもふれる “返事べっぴん”
という事になるのではないかと思う。

　メーカーや卸と我々小売店との関係では、注文
があるのはあたりまえになっているから、毎日の
FAX やメールでの注文の機械的なやりとりが最
も効率的だと思われている。在庫が見えての発注
の時は良いのだが、それが出来ない時、急いでい
る時に限ってその返事がなかなかとれない事が多
いから、その時の対応がいつも問題になってしま
う事になる。
　「一体どうなっているんだろう…返事はまだで
すか？」という客の催促に卸からの返事が遅くて
間に合わない事が多いが、毎日の忙しい営業担当
への催促は、いろいろ考えてしまうと難しい時が
ある。しかし、卸にしてみると、いろんな小売店
からの注文への対応だから、順番もあるし、状況
もあるから、時間がかかる事も分かっているのだ
が、返事のないままが多いから、こちらも仕事が
手につかず気になって「返事を早くして！」とい
う、いやな催促になるが返事は大切である。
　最近何度も何度も催促しても “なしのつぶて”
で返事がないままという事があった。「どうなって
るの？」との問い合わせに、やっと「問い合わせ
致します。」と言ってから更に何日かたっての問い
合わせに対して「また催促してみます。」のくり返
し…こちらも「もっと早く返事してもらわないと
…」と言っても「はい分かりました…」と淡淡と
していて、こちらの切実感が一向に伝わらないも
どかしさ…。
　これではこの会社は “事業改革” をする前に “返
事改革” “対応改革” そして “人間改革” 等のこ
とをまず考えることから始めるべきではないかと
思ったりしてしまう…。
　今までは考えなくても済んだ事かも知れない
が、厳しい商売の状況の今、卸も小売も注文を受
けた時「自分はどんな対応が出来ているのか…」

「どんな反応をしているのか…」「返事はどうか…」
を、もっと見直してみたいものである。
　客との人間関係で、どんな “返事べっぴん” に
なれるか…毎日が勝負時のこれからである。

　
“返事べっぴん”

福井県スポーツ用品協同組合　
理事長　竹 原 和 彦
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異 論 反 論

　５～６年前になろうか。卸の社長さんが「これ
からの狙い目は『金時族』ですよ」と盛んにアピー
ルされていた。
　戦後のベビーブームに生まれた、所謂『団塊の
世代』が退職年齢を迎え、退職金を手に大量に仕
事から解放される。住宅ローン・教育ローンから
も解放され、自由に出来る『お金』と自由に使え
る『時間』がタップリと有る。「これらの世代を
スポーツ業界へ取り込め」の掛け声は、正に正鵠
を射ている。

　敗戦後直ぐの『ベビーブーム』に始まり、『ビー
トルズ』『受験戦争』『全共闘』『ニューファミリー』、
ひょっとして『バブル崩壊』までも…。時代の変
遷に大きな影響を与えて来た『団塊の世代』。こ
れらを上手く『余暇（余生？）＝スポーツ市場』
に取り込めば、当面見込まれる少子化傾向への対
策（対案）とも思われた。しかし、現実に大量退
職年度を過ぎて数年が経つが現状はどうであろう
か…。最初に想定した期待値との兼合いも有ると
思うが、「思った程お金を使わないぞ」と言った
所が実体ではないだろうか。

　それはそうだろう。『人生 80 年』と設定し、年
金プラス退職金の取り崩しで人生設計を描いて見
ても、『長寿国日本』では（運が悪ければ！？）
90 歳迄生きなければならない。ならば残り 10 年
をどうやって遣り繰りして行くのか…。働くから
お金を使う。使ったから働く。こう言った循環を
断って、使うだけ使え、後は野となれ山となれで
は、勤勉国家日本の民には馴染まない。
　おまけに日本国の財政は世界でも図抜けて借金
が多い。生まれた赤ん坊がいきなり七百数十万円
の借金を背負わされる国である。このままで良い

訳が無い。『出るを抑えて入るを図る』は経営の
鉄則。増税プラス年金・医療費等のカットは誰も
がイメージして当然であり、こう言った現状の中
で人生経験豊富な高齢者が節約に努めるのはむし
ろ当然の事である。このままでは消費が盛り上が
る訳が無い。

　翻って、私たち業界に省みるべき点は無いのだ
ろうか。日本人の年齢の中間値が 48 歳位と言う
のに、一向に上の世代への物作り・提案が為され
ていない。先日もテニスボールが本来の使用目的
とは異なる健康グッズとして TV 紹介され、地域
によってはミニバブルを起こしたが、そう言った
情報が全くと言って良い程、共有されていない。
相変わらずのアスリート志向で、これでは『健康』
と言う消費者の多くが描くスポーツ店へのアドバ
ンテージも『宝の持ち腐れ』となり兼ねない。『ピ
ンチをチャンスに』とは良く言われるが、折角の
チャンスを取り逃がしている現状を思わずには居
られない。

　話変わるが、学生時代からの親友がガン告知を
受けた。切るつもりで病院を選び入院したが切
れないと言われ、かなりショックを受けていた。
ややこしい部位のガンと聞き、私も些かならぬ
ショックを受け、彼への何かの支えになればと思
い手にした本に救いを覚えた。読まれた方も多い
と思うが、「『ガンは痛い。辛い。』と言われてい
るが、その多くは切る事による術後の傷の痛み。
或いは抗ガン剤（劇薬）治療による苦痛である。
本来、ガンは放置しておけば、徐々に体力が落ち、
自然死に近い形で逝ける」と言った内容で、著者
は医療業界では異端扱いの様であるが、私として
は身近なガン死の知人友人の姿に、妙に納得する

　
長寿社会の中で

　
広報委員会　尾 坂 真 人
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妄 言 多 謝

（63号からつづく）
　さていよいよ現代の教育の根本、教育基本法に
うつります。この法律は昭和 22 年 3 月 31 日に制
定されたものです。その前文を示します。
　我々は、さきに日本国憲法を確定し、民主的で
文化的な国家を建設して、世界の平和と人類の福
祉に貢献しようとする決意を示しました。この理
想の実現は、根本において、教育の力にまつべき
である。我々は個人の尊厳を重じ、真理と平和を
希求する人間の育成を期するとともに、普遍的に
してしかも個性ゆたかな文化の創造めざす教育を
普及・徹底しなければならない。ここに日本国憲
法の精神に則り、教育の目的を明示して、新しい
日本の教育の基本を確立するため、この法律を制
定する。とあります。これが教育基本法の前文で
す。この法律を決めた気持が書いてあり、大変格
調の高い文章だと思います。そして第一条から第
十一条までで出来あがっております。以下にその
内容を示します。第一条（教育の目的）第二条（教
育・方針）第三条（教育の機会均等）第四条（義
務教育）第五条（男女共学）第六条（学校教育）

第七条（社会教育）第八条（政治教育）第九条（宗
教教育）第十条（教育行政）第十一条（補則）で
あります。
　さてここで教育基本法と戦前の教育勅語の違い
は何かと云うと、一つは戦前は主権は天皇にあり
教育はいざと云うときには天皇のために命をささ
げる、そういう「臣民」をつくるためのものでした。
もう一つは、国と教育理念と軸に国と教育の関係
についても、大きなとらえ直しをしていることで
す。戦前の教育が国家目的に従属する。国家目的
の手段としての教育だったのに対し、戦後の教育
は、子供一人ひとりの可能性を育てることを軸と
している様です。憲法においても「教育を受ける
権利」が書き込まれ人間の学ぶ権利が保障されて
います。又「義務教育」の規定も書かれています。
これは先にも書いた様に「臣民」の義務という概
念と違い人権としての教育を保障する責任と義務
を親が負い、国が負うということです。又大切な
ことは、教師の任務とその責任も子どもが学習を
きちんと受けることが出来うる様に考へられてお
ります。法律としては大変よく出来ている様に思

　
大丈夫かな日本（4）

　

広報委員長　角 前 博 道

所が有り、次に親友を見舞った時には、「お前、
切らなくて正解だったんじゃないか」と言ってそ
の本を渡した。
　「どうせ俺達は、後 20 年 30 年も生きられない
んだから、とにかく 10 年粘れや。そうすれば俺
達と一緒の（逝く）歳になるんだから…」。
　精一杯の励ましである。

　今、医療の進歩・食生活の充実などを基に、長寿・

高齢化が急速に進んでいる。しかし、その事が却っ
て『生きる』と言う事の意味を曖昧にしてしまっ
ている事がないだろうか。
　友人のガン宣告を受け、彼と過ごした学生時代
を想い、彼とだからこそ共に笑える思い出話を辿
り、出来る事ならばもう一度同じ旅をしてみたい
と願うのは、彼の死期をイメージするからだと思
う。改めて『一期一会』の重さを、人の世の儚さ
を想う。
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われますが、戦後流行したマルクス史観や東京裁
判の影響、さらにはＧＨＱの占領政策もあって、
日本では過去を語ること、特にその栄光の部分を
語ることは、ともすれば「保守反動」として退け
られて来た様に思います。日本の伝統・文化を尊
重するということと、宗教教育の重要性が、ＧＨ
Ｑによって修正されてしまい、日本人の精神的な
拠り所として残るはずであった教育勅語は、その
後廃止されてしまいました。その為に世界有数の
歴史と伝統を持つ日本でありますが、戦前と戦後
に大きな断層が出来てしまった様に思います。残
念なことにその為に民族としての同一性や団結心
が薄くなってしまい、日本人としての自信や誇り
を失った国民になってしまった様に思います。又
宗教教育がおろそかにされて来た為、個人の人生
において宗教がどういう重みを持つか等々、理
解出来にくくなっています。戦後導入された民主
主義は、自由と権利のみが声高に主張されて、そ
の裏にある責任と義務が軽視されてしまい、「自
分だけが良ければいい」という利己主義な国民に
なってしまった様に思います。又、マルクス主義
の影響をうけた労働運動の一環として日教組が大
きな影響を教育界にあたえてしまい、日本の教育
を歪めて来たと思います。今現在の子供達に問題
があるのではなく、その親に原因があり、その親
を教えた教師（ほんのわずかかもしれないが）の
責任が大きい様に思われます。今もう一度書きま
すが、明治維新の頃の日本人が長い鎖国の後にも
かかわらず短い時の間に世界の人々から賞賛され
たのはなぜでしょうか。それは国民一人ひとりが
日本人としての自信と誇りを持ち、礼節をわきま
えて輝いていたからだと思います。「温故知新」
という言葉があります。我々は過去のすべてを捨
てるのではなく、先人達の生き方、考え方も参考
にしながら、これからの子供達に日本人としての
アイデンティティ目指すべき日本像というものを
しっかり身につけさせねば明日の日本は無い様に
思われます。出来ればもう一度修身の授業を教え、
教育勅語の良い所を取り出してもよいのではあり
ませんか…。

　先日、中部ブロックの今年度の大会が 6 月 4 日

愛知県の当番で行われました。土赤理事長のもと

大成功の内に終りました。愛知県の皆様の団結の

すばらしさを見せて頂きました。その理由を福井

県の理事長であられる竹原理事長におたずねした

所、答が返って来ました。それは土赤氏が最近発

行しだした、愛知県の組合紙「ふれあい」にある

のではないかと云うことです。福井県は以前から

「つながり」と云う組合紙があります。かなり前

から発行しており、組合員の団結の素になってい

ると話されておられました。だれかが中心となっ

てかなりの努力が必要と思われますが、組合員の

団結心を起こすのには一番良い方法の様です。私

もその様に思うのですが、年に 4 回出す JSERA

リポートの編集と責任ページをうめるが精いっぱ

いですが、「きずな」とでも名をつけて出してみ

ようかな、などと思っています。

� （H.K）

編集後記


